
 

ア
メ
ニ
モ
マ
ケ
ズ
・
・ 

と
「
峠
の
駐
車
場
道
路
下
側
斜
面
」

の
二
手
に
分
か
れ
て
、 

下
草
刈

り
、
枝
打
ち
、
斜
面
の
整
理
な
ど

を
実
施
。
作
業
参
加
人
数
：
十
五

人 

（
報
告 

坂
井
） 

   

六
月
二
四
日 

天
候
：
雨
、
作
業

概
要
：「
し
だ
れ
桜
」
～
「
展
望
台
」

間
の
道
路
下
側
斜
面
の
下
草
刈

り
、
枝
打
ち
、
斜
面
の
整
理
な
ど

を
実
施
。
作
業
参
加
人
数
：
十
人 

夜
半
過
ぎ
か
ら
大
雨
の
た
め
作

業
中
止
か
と
思
っ
た
も
の
の
、
朝

七
時
頃
に
は
比
較
的
小
雨
模
様
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
も
し
や
と

思
い
出
か
け
て
み
る
と
、
十
人

も
の
人
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

集
ま
っ
て
、
作
業
開
始
。
時
々

バ
サ
バ
サ
と
大
粒
の
水
滴
が
頭

上
か
ら
降
る
も
の
の
、 

午
前
中

は
小
雨
模
様
の
ま
ま
大
き
く
崩

れ
る
事
無
く
経
過
、
通
常
よ
り

少
し
早
め
の
十
一
時
に
無
事
作

業
を
終
了
し
て
撤
収
。
報
告
（
坂

井
） 定

期
総
会
（
五
月
十
三
日
） 

 
 

青
空
総
会 

青
空
総
会
と
言
う
べ
き
と
こ
ろ

が
曇
天
総
会
と
な
っ
た
。
出
席

者
三
七
名
。
正
会
員
一
八
二
名

の
５
分
の
一
を
越
え
て
成
立
。

事
業
報
告
及
び
計
画
、
会
計
報

告
及
び
予
算
、
定
款
の
改
正
。

理
事
の
選
出
を
し
て
終
了
。 

 

総
会
に
続
く
こ
の
日
の
作
業

は
草
刈
の
他
、
倒
木
の
引
き
起

こ
し
。
突
風
で
、
倒
れ
た
桜
を

引
き
起
こ
し
ま
し
た
。 

鳥
居
を
作
る
た
め
に
、
杭
を
打

ち
込
む
の
が
き
つ
い
仕
事
。 

大
き
い
樹
は
ロ
ー
プ
を
か
け
て

数
名
で
引
き
起
こ
し
ま
す
。 

竹
の
つ
っ
か
い
棒
は
今
ま
で
に

な
い
つ
っ
か
い
棒
で
す
。 

昼
は
久
し
ぶ
り
に
美
味
し
い
カ

レ
ー
を
頂
い
た
。 

 

新
理
事
の
紹
介 

 

今
年
度
か
ら
の
理
事
は
左
の

名
簿
の
通
り
で
す
。
新
し
い
顔

ぶ
れ
が
二
人
入
り
ま
し
た
。
城

戸
富
美
子
さ
ん
と
、
松
岡
康
成

さ
ん
。 

城
戸
さ
ん

 

六
月
十
日
天
候
：
晴
れ
、 

 
 

作
業
概
要
：「
森
林
組
合
」
方
面

 

残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

豪
雨
、
水
害
の
後
は
、
猛
暑
、
酷
暑
で

息
つ
く
暇
な
く
鍛
え
ら
れ
ま
す
ね
。
み
な

さ
ま
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
。 

 

会
定
期
総
会
」、
「
さ
く
ら
研

修
旅
行
な
ど
」
が
頭
に
浮
か

ん
だ
が
、
敢
え
て
地
味
な
日

常
の
活
動
を
選
ん
だ
。
此
れ

が
最
も
重
要
で
あ
り
、
さ
く

ら
友
の
会
の
原
点
だ
か
ら

だ
。
此
れ
が
充
実
し
て
い
な

け
れ
ば
、
健
全
な
会
の
発
展

が
望
め
な
い
。
幸
い
定
例
会
、

維
持
管
理
部
会
な
ど
の
作
業

活
動
に
、
多
く
の
方
々
が
喜

ん
で
参
加
さ
れ
て
い
る
。
天

候
が
厳
し
け
れ
ば
厳
し
い
ほ

ど
、
反
っ
て
フ
ァ
イ
ト
が
湧

く
の
か
も
し
れ
な
い
。
競
い

合
う
よ
う
に
わ
れ
等
の
深
坂

の
森
を
守
る
た
め
に
集
う
。

初
め
は
オ
ー
ナ
ー
桜
の
苗
木

を
守
ろ
う
と
す
る
小
さ
な
活

動
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
い
つ

の
間
に
か
深
坂
の
森
全
体
に

対
す
る
愛
情
へ
と
変
え
ら
れ

て
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

日
常
の
生
活
の
中
で
は
、
人

間
関
係
、
競
争
、
金
銭
の
不

安
に
駆
ら
れ
て
心
身
と
も
に

疲
れ
て
い
る
人
間
に
と
っ

て
。
森
林
浴
と
は
決
し
て
マ

イ
ナ
ス
イ
オ
ン
だ
け
の
こ
と

で
は
な
い
。
自
然
そ
の
も
の

が
与
え
て
く
れ
る
肉
体
と
精

神
へ
の
安
ら
ぎ
を
意
味
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
深
坂
の
森
で
働
け
る
こ

と
は
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、

充
実
し
た
一
時
で
あ
る
。 

 

 

は
亡
く
な
ら

れ
た
理
事
城

戸
哲
郎
氏
の

夫
人
。
住
ま

本
号
の
紙
面
ト
ッ

プ
を
飾
る
記
事
と
し

て
、
「
深
坂
さ
く
ら

え
」
、
「
さ
く
ら
友
の

ム
シ
ア
ツ
サ
ニ
モ
マ
ケ
ズ 

事務局だより（３） 

新役員名簿（任期：２年） 

 

福冨征男  理事長          （重任）

上畠政利  副理事長、会員交流部会長  （ 〃 ）

西川浩子  専務理事         （ 〃 ）

淺野史也  理 事          （ 〃 ）

和泉昭夫   〃           （ 〃 ）

江原寛治   〃   維持管理部会長 （ 〃 ）

城戸富美子  〃           （新任）

常岡梅男   〃           （重任）

道坂 優   〃           （ 〃 ）

野口周三   〃   広報部長    （ 〃 ）

平野 正   〃           （ 〃 ）

福田幸博   〃           （ 〃 ）

松岡康成   〃           （新任）

西岡信夫  監 事          （重任）

山田一之   〃           （ 〃 ） 

      以上、理事 13名、監事 2名 

 

松

岡

康

成

さ
ん
は
、
電

気

エ

ン

ジ

ニ

ア

ー

上

い
は
友
の
会
事
務
所
の
近
く

で
、西
川
専
務
理
事
を
補
佐
し

な
が
ら
専
務
の
ア
ッ
シ
ー
役

で
も
あ
る
。 

が
り
ら
し
い
が
、
実
家
が
園
芸

業
だ
っ
た
と
か
で
、
植
物
に
詳

し
い
。
新
人
な
が
ら
植
樹
の
指

導
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
植

え
る
穴
の
深
さ
広
さ
は
今
ま

で
の
３
倍
く
ら
い
手
間
が
か

か
る
。
手
抜
き
し
て
い
る
つ
も

り
で
な
く
て
も
す
ぐ
イ
エ
ロ

ー
カ
ー
ド
が
出
る
。
頼
も
し
い

メ
ン
バ
ー
だ
。 
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